
3

【※２】

出生率の低下や平均寿命の伸びを原因として、人口
に占める子どもの割合が減り、同時に高齢者（６５歳以
上）の割合が増えることをいいます。
一般的に少子・高齢化が進行すると労働人口の減少、

活力の低下、消費の停滞、社会保障における現役世代
の負担増を招き、市町村においても保険・医療・福祉
にかかる財政需要の一層の増大が見込まれるとされて
います。
登別市の人口推移（表１・表２）を見ると、すでに

少子高齢化社会を迎えていることがわかります。
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【※３】

低迷する経済状況のもと、税収の減少や扶助費の増加、
さらには、国が進める『三位一体の改革』の影響により、
登別市の平成１６年度当初予算の編成に当たっては、『中
期財政見通し』を上回る１０億円余りの財源不足が生じま
した。平成１７年度以降には、一層厳しい財源不足が予想
されます。

【※１】

国の権限や財源を都道府県や市町村に移し、地域の住
民と自治体が連携して、地域のことは地域の責任で決め
ることにより、より地域のニーズにあったものに変えて、
個性豊かで活力ある地域社会の実現を図ること。

年齢別人口推移表

平成１６年平成１２年平成７年平成２年

６，７５４７，２９１８，３４９９，５９８年少人口
（０～１４歳）

３５，４４０３６，３６９３９，３９４３８，６７０生産年齢人口
（１５～６４歳）

１２，４８５１１，０９７９，１４９７，２９３老年人口
（６５歳以上）

５４，６７９５４，７６１５６，８９２５５，５７１合　　計

※年齢不詳者がいたため合計が合わない年もあります
※平成２年、７年、１２年は国勢調査による人口、平成１６
年は８月末人口

【表１】　年少人口（０～１４歳）
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【表２】　老年人口  （６５歳以上）
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